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組合員数  6,963名（団体含）

貯金残高 71,780百万円

貸出金残高 5,891百万円

長期共済保有高 1,984.8億円

購買品供給高 382,174千円

販売品取扱高 25,532千円

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

令和2年7月22日㈬　午前9時～12時（基本30分単位）
令和2年8月25日㈫　

JA白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 大岡）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

特 集

JA白山
第13回 通常総代会

JA白山本店多目的ホールにおいて第13回通常総代会開催。新型
コロナ対策として総代への書面決議による参加や、ソーシャル
ディスタンスを確保して来場者の安全に配慮した。

表紙の写真

第13回通常総代会

新規お預入金額50万円ごと 預入期間
３年

※ネットバンク・ATM定期貯金の詳細についてはチラシをご確認ください。
注意事項
・この定期貯金は原則として満期前に中途解約することはでき
ません。満期前に中途解約するときは、JA商品券またはJA商品
券相当額をご返却頂きます。
・当キャンペーンは店頭金利にてお取組となります。
・商品券については一部お取扱いできない店舗がございます。
・キャンペーン定期は、スーパー定期貯金（複利型）に限ります。

注意事項
・利息には20.315％の税金がかかります。
・金利上乗せの適用は、当初預入期間のみの適用となります。自動継
続後の適用金利は、自動継続時の店頭表示金利となります。万が一、
中途解約される場合、当JA所定の中途解約利率を適用いたします。

・市場金利および経済情勢の変化により、適用利率を変更させていた
だく場合がございます。キャンペーン定期は、スーパー定期に限ります。

蝶屋支店の自動車整備・販売窓口の変更について
蝶屋自動車センターをご利用いただき誠にありがとうございます。
JAでは今般自動車事業の業務体制見直しに伴い、下記のとおり窓口の変更をいたしました
のでお知らせいたします。組合員皆さまにはご理解の上、今後も変わらずご愛顧賜ります
ようお願い申し上げます。

変更日：
令和２年６月１日月より

蝶屋給油所　TEL 076-278-4764 担当：堂上、髙柳

変更点：
自動車車検・修理・販売の受付は
「蝶屋給油所」で承ります。
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特 

集J
A
白
山 

第
13
回 

通
常
総
代
会

　
６
月
20
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
で
第
13
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
の
第
５
回
総
代
選
挙
で
選
任
さ
れ
た
総
代
５
３
０
名
の
う
ち
、
５
１
８

名
が
出
席
。
う
ち
４
６
０
名
は
書
面
に
よ
る
出
席
で
し
た
。
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
当
日
の
人
数
を
少
数
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
と
し
て
毎
年
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
て
い
る
、石
川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
・

白
山
市
長
は
出
席
で
き
ず
祝
辞
を
代
読
披
露
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
竹
内
文
雄
代
表
理
事
組
合
長
は
令
和
元
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
農
業
・

農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
い
中
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
振
興
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
蝶
屋
地
区
で
米・大
麦・大
豆
の
２
年
３
作
体
系
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、

園
芸
の
拡
大
で
は
直
売
所
の
産
直
品
取
扱
高
が
年
々
増
大
し
て
い
る
等
、
自
己
改
革
の
成

果
が
現
れ
て
き
た
こ
と
、
経
営
面
で
は
税
引
前
当
期
利
益
が
計
画
を
達
成
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
計
画
は
「
第
五
次
中
期
３
カ
年
計
画
の

２
カ
年
目
と
し
て
『
J
A
自
己
改
革
の
３
つ
の
基
本
目
標
に
向
け
て

の
実
践
活
動
の
強
化
』『
広
域
合
併
実
現
に
向
け
て
の
協
議
』
を
基
軸

に
し
、
協
同
活
動
の
強
化
と
持
続
可
能
な
事
業
基
盤
の
確
立
に
向
け
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
議
事
進
行
に
あ
た
っ
て
は
、議
長
に
中
村
信
夫
総
代（
つ
る
ぎ
支
店

蔵
山
地
区
）
と
山
下
恵
信
総
代
（
白
峰
支
店
）
を
選
任
。
令
和
元
年

度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
、
令
和
２
年
度
事
業

計
画
の
策
定
等
、
全
11
議
案
の
審
議
が
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
年
度
決
算
の
内
容
は
、
事
業
総
利
益
１
２
億
９
４
５
８
万
円
、

経
常
利
益
３
億
８
７
２
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
３
億
５
７
１
４

万
円
で
あ
り
ま
し
た
。
出
資
配
当
１・
５
％
２
３
７
２
万
４
１
０
円
、

利
用
高
配
当
は
２
５
４
４
万
９
５
３
３
円
で
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性

Q1
（
質
問
）
令
和
２
年
度
計
画
で
、
購
買
事
業
が
前
年
よ
り

マ
イ
ナ
ス
の
計
画
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
。

A1 

昨
年
の
消
費
税
増
税
よ
る
農
機
具
等
の
駆
込
需
要
が
多

か
っ
た
こ
と
へ
の
反
動
、
家
庭
燃
料
は
オ
ー
ル
電
化
等
に

よ
り
ガ
ス
の
需
要
減
少
、
低
燃
費
車
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン

使
用
量
の
減
少
等
か
ら
２
年
度
計
画
の
購
買
事
業
取
扱
高
、

収
支
に
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
下
に
お
い
て
、

農
業
者
の
所
得
増
大
に
直
結
す
る
販
売
事
業
及
び
直
売
所

事
業
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

Q2
（
質
問
）
手
取
農
機
セ
ン
タ
ー
は
来
年
４
月
に
本
店
集
約
と

な
る
の
か
。

A2 

時
期
は
未
定
で
す
が
、
農
繁
期
の
業
務
態
勢
や
組
合
員

対
応
等
幾
つ
か
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

ご
不
便
を
掛
け
な
い
様
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
よ
く
相
談

し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q3
（
意
見
）
３
年
後
の
合
併
時
に
、
蝶
屋
支
店
の
存
続
が
心
配

で
あ
る
。
隣
接
す
る
支
店
に
飲
み
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
資
金
量
で
は
負
け
て
い
る
が
、
組
合
長
の
言
動
に
大

い
に
期
待
す
る
。

A3 

資
金
量
の
大
小
で
は
な
く
、
J
A
支
店
の
総
合
力
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。
J
A
白
山
の
純
資
産
を
基
本
に
、

保
有
施
設
の
集
合
力
と
支
店
機
能
の
役
割
お
よ
び
、
地
理

的
優
位
性
等
を
鑑
み
判
断
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

合
併
構
想
に
む
け
て
蝶
屋
支
店
は
、
美
川
地
域
全
体
で
の

取
引
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
全
体
と
し
て
の
美
川
支
店
に
名
称
変
更
が
考
え
ら
れ

な
い
か
ど
う
か
。
広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
に
検
討
し
て

み
た
い
事
項
で
あ
る
。
今
後
と
も
経
営
の
健
全
性
を
保
ち
、

合
併
協
議
の
発
言
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Q4
（
質
問
）
令
和
４
年
の
合
併
を
目
指
す
な
ら
、
協
議
会
の

設
置
が
早
急
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
６
Ｊ
Ａ

そ
れ
ぞ
れ
の
合
併
に
対
す
る
姿
勢
に
差
は
あ
る
の
か
。

Ｊ
Ａ
白
山
と
し
て
は
、
ど
う
な
の
か
。

A4 

協
議
会
の
設
置
は
早
く
す
べ
き
だ
が
、
取
組
計
画
は
令
和

２
年
度
か
ら
協
議
会
設
置
に
向
け
て
の
話
を
行
う
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
最
も
早
く
て
も
令
和
２
年
度

後
半
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
１
〜
２
の

J
A
は
合
併
に
積
極
性
を
感
じ
な
い
が
、
J
A
白
山
を

含
め
た
他
の
J
A
に
つ
い
て
は
積
極
的
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
数
カ
年
の
経
営
計
画
と
決
算
を
慎
重
に
検
討
し
な
が

ら
合
併
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q5
（
質
問
）
当
Ｊ
Ａ
の
所
有
資
産
に
つ
い
て
、
緊
迫
す
る
財
務

に
対
し
、
売
却
等
の
考
え
は
な
い
か
。

A5 

現
在
、当
Ｊ
Ａ
の
遊
休
資
産
は
少
な
く
、旧
湊
店
及
び
旧

美
川
店
跡
地
等
が
あ
り
ま
す
が
、条
件
が
悪
く
売
却
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。つ
る
ぎ
支
店
管
内
で
は
、

小
柳
町
に
旧
種
子
乾
燥
施
設
が
あ
り
ま
す
が
現
在
は
格
納

庫
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。鶴
来
駅
前
に
は
旧
鶴
来
支
所

を
有
し
て
い
ま
す
が
、現
在
は
賃
貸
し
て
お
り
、売
却
に
つ
い

て
の
働
き
掛
け
を
し
て
い
ま
す
が
進
展
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。そ
の
他
の
現
行
稼
働
施
設
に
つ
い
て
も
常
に

統
廃
合
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、組
合
員
と
の

対
話
を
重
ね
る
な
ど
慎
重
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q6
（
質
問
）
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
の
存
続
の
意
義
は
何
か
。

A6 

同
子
会
社
の
現
状
は
、農
業
経
営
の
改
善
に
む
け
た
水
稲

プ
ラ
ス
園
芸
の
複
合
経
営
確
立
の
た
め
の
試
験
的
実
践
活

動
を
行
い
、モ
デ
ル
農
業
の
追
求
と
情
報
の
提
供
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
は
地
域
農
業
の
継
続
に
む
け
た

支
援
へ
の
組
織
体
制
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
功
労
賞

北
村
　
幸
夫

農
業
特
別
賞

有
限
会
社 

福
田
殖
産

代
表
取
締
役

  

福
田
　
育
生

西
多
　
　
智

農
業
奨
励
賞

農
業
組
合
法
人 

要

代
表
理
事

  

中
村
　
信
夫

02Public Relations Magazine JAだより　令和2年7月発行03 Public Relations Magazine JAだより　令和2年7月発行



特 

集J
A
白
山 

第
13
回 

通
常
総
代
会

　
６
月
20
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
で
第
13
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
の
第
５
回
総
代
選
挙
で
選
任
さ
れ
た
総
代
５
３
０
名
の
う
ち
、
５
１
８

名
が
出
席
。
う
ち
４
６
０
名
は
書
面
に
よ
る
出
席
で
し
た
。
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
当
日
の
人
数
を
少
数
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
と
し
て
毎
年
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
て
い
る
、石
川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
・

白
山
市
長
は
出
席
で
き
ず
祝
辞
を
代
読
披
露
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
竹
内
文
雄
代
表
理
事
組
合
長
は
令
和
元
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
農
業
・

農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
い
中
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
振
興
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
蝶
屋
地
区
で
米・大
麦・大
豆
の
２
年
３
作
体
系
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、

園
芸
の
拡
大
で
は
直
売
所
の
産
直
品
取
扱
高
が
年
々
増
大
し
て
い
る
等
、
自
己
改
革
の
成

果
が
現
れ
て
き
た
こ
と
、
経
営
面
で
は
税
引
前
当
期
利
益
が
計
画
を
達
成
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
計
画
は
「
第
五
次
中
期
３
カ
年
計
画
の

２
カ
年
目
と
し
て
『
J
A
自
己
改
革
の
３
つ
の
基
本
目
標
に
向
け
て

の
実
践
活
動
の
強
化
』『
広
域
合
併
実
現
に
向
け
て
の
協
議
』
を
基
軸

に
し
、
協
同
活
動
の
強
化
と
持
続
可
能
な
事
業
基
盤
の
確
立
に
向
け
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
議
事
進
行
に
あ
た
っ
て
は
、議
長
に
中
村
信
夫
総
代（
つ
る
ぎ
支
店

蔵
山
地
区
）
と
山
下
恵
信
総
代
（
白
峰
支
店
）
を
選
任
。
令
和
元
年

度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
、
令
和
２
年
度
事
業

計
画
の
策
定
等
、
全
11
議
案
の
審
議
が
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
年
度
決
算
の
内
容
は
、
事
業
総
利
益
１
２
億
９
４
５
８
万
円
、

経
常
利
益
３
億
８
７
２
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
３
億
５
７
１
４

万
円
で
あ
り
ま
し
た
。
出
資
配
当
１・
５
％
２
３
７
２
万
４
１
０
円
、

利
用
高
配
当
は
２
５
４
４
万
９
５
３
３
円
で
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性

Q1
（
質
問
）
令
和
２
年
度
計
画
で
、
購
買
事
業
が
前
年
よ
り

マ
イ
ナ
ス
の
計
画
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
。

A1 

昨
年
の
消
費
税
増
税
よ
る
農
機
具
等
の
駆
込
需
要
が
多

か
っ
た
こ
と
へ
の
反
動
、
家
庭
燃
料
は
オ
ー
ル
電
化
等
に

よ
り
ガ
ス
の
需
要
減
少
、
低
燃
費
車
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン

使
用
量
の
減
少
等
か
ら
２
年
度
計
画
の
購
買
事
業
取
扱
高
、

収
支
に
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
下
に
お
い
て
、

農
業
者
の
所
得
増
大
に
直
結
す
る
販
売
事
業
及
び
直
売
所

事
業
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

Q2
（
質
問
）
手
取
農
機
セ
ン
タ
ー
は
来
年
４
月
に
本
店
集
約
と

な
る
の
か
。

A2 

時
期
は
未
定
で
す
が
、
農
繁
期
の
業
務
態
勢
や
組
合
員

対
応
等
幾
つ
か
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

ご
不
便
を
掛
け
な
い
様
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
よ
く
相
談

し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q3
（
意
見
）
３
年
後
の
合
併
時
に
、
蝶
屋
支
店
の
存
続
が
心
配

で
あ
る
。
隣
接
す
る
支
店
に
飲
み
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
資
金
量
で
は
負
け
て
い
る
が
、
組
合
長
の
言
動
に
大

い
に
期
待
す
る
。

A3 

資
金
量
の
大
小
で
は
な
く
、
J
A
支
店
の
総
合
力
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。
J
A
白
山
の
純
資
産
を
基
本
に
、

保
有
施
設
の
集
合
力
と
支
店
機
能
の
役
割
お
よ
び
、
地
理

的
優
位
性
等
を
鑑
み
判
断
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

合
併
構
想
に
む
け
て
蝶
屋
支
店
は
、
美
川
地
域
全
体
で
の

取
引
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
全
体
と
し
て
の
美
川
支
店
に
名
称
変
更
が
考
え
ら
れ

な
い
か
ど
う
か
。
広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
に
検
討
し
て

み
た
い
事
項
で
あ
る
。
今
後
と
も
経
営
の
健
全
性
を
保
ち
、

合
併
協
議
の
発
言
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Q4
（
質
問
）
令
和
４
年
の
合
併
を
目
指
す
な
ら
、
協
議
会
の

設
置
が
早
急
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
６
Ｊ
Ａ

そ
れ
ぞ
れ
の
合
併
に
対
す
る
姿
勢
に
差
は
あ
る
の
か
。

Ｊ
Ａ
白
山
と
し
て
は
、
ど
う
な
の
か
。

A4 

協
議
会
の
設
置
は
早
く
す
べ
き
だ
が
、
取
組
計
画
は
令
和

２
年
度
か
ら
協
議
会
設
置
に
向
け
て
の
話
を
行
う
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
最
も
早
く
て
も
令
和
２
年
度

後
半
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
１
〜
２
の

J
A
は
合
併
に
積
極
性
を
感
じ
な
い
が
、
J
A
白
山
を

含
め
た
他
の
J
A
に
つ
い
て
は
積
極
的
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
数
カ
年
の
経
営
計
画
と
決
算
を
慎
重
に
検
討
し
な
が

ら
合
併
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q5
（
質
問
）
当
Ｊ
Ａ
の
所
有
資
産
に
つ
い
て
、
緊
迫
す
る
財
務

に
対
し
、
売
却
等
の
考
え
は
な
い
か
。

A5 

現
在
、当
Ｊ
Ａ
の
遊
休
資
産
は
少
な
く
、旧
湊
店
及
び
旧

美
川
店
跡
地
等
が
あ
り
ま
す
が
、条
件
が
悪
く
売
却
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。つ
る
ぎ
支
店
管
内
で
は
、

小
柳
町
に
旧
種
子
乾
燥
施
設
が
あ
り
ま
す
が
現
在
は
格
納

庫
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。鶴
来
駅
前
に
は
旧
鶴
来
支
所

を
有
し
て
い
ま
す
が
、現
在
は
賃
貸
し
て
お
り
、売
却
に
つ
い

て
の
働
き
掛
け
を
し
て
い
ま
す
が
進
展
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。そ
の
他
の
現
行
稼
働
施
設
に
つ
い
て
も
常
に

統
廃
合
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、組
合
員
と
の

対
話
を
重
ね
る
な
ど
慎
重
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q6
（
質
問
）
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
の
存
続
の
意
義
は
何
か
。

A6 

同
子
会
社
の
現
状
は
、農
業
経
営
の
改
善
に
む
け
た
水
稲

プ
ラ
ス
園
芸
の
複
合
経
営
確
立
の
た
め
の
試
験
的
実
践
活

動
を
行
い
、モ
デ
ル
農
業
の
追
求
と
情
報
の
提
供
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
は
地
域
農
業
の
継
続
に
む
け
た

支
援
へ
の
組
織
体
制
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
功
労
賞

北
村
　
幸
夫

農
業
特
別
賞

有
限
会
社 

福
田
殖
産

代
表
取
締
役

  

福
田
　
育
生

西
多
　
　
智

農
業
奨
励
賞

農
業
組
合
法
人 

要

代
表
理
事

  

中
村
　
信
夫
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変
容
、
成
長
を
目
指
し
職
員
共
々
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
蝉
し
ぐ
れ
が
日
夜
賑
や
か
に
聞
こ
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
第
13
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の

組
織
理
事
会
に
お
い
て
、
前
期
に
引
き
続
き
代
表
理
事

常
務
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
職
務
に
精
励
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
・Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
特
に
信
用
事
業
に
お
い
て
は
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
等
を
背
景
に
、
従
来
同
様

の
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
「
持
続

可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
を
重
点
課
題

と
し
て
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

　
厳
し
い
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

健
全
経
営
を
目
指
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
専
務

　
　
　
　

　
　吉 

田  

誠 

一

代
表
理
事
常
務

　
　
　
　

　
　柄 

田  

俊 

樹

　
第
13
回
通
常
総
代
会
後
の
組
織
理
事
会
で
組
合
長
の

再
任
を
賜
り
、
責
任
の
重
大
さ
か
ら
身
の
引
き
締
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
協
同
組
合
の
発
展
に

向
け
粉
骨
砕
身
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
、
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

Ｊ
Ａ
は
自
己
改
革
集
中
推
進
の
展
開
に
お
い
て
、
組
合
員

皆
様
の
ご
理
解
と
一
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
改
革

は
一
歩
一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
改
革
の
基
本
目
標
に
向
け
て
最
善
の
努
力
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
協
経
営
は
今
日
ま
で
信
用
事
業
が
屋
台
骨
で
あ
り

ま
し
た
が
、こ
の
経
営
モ
デ
ル
は
崩
れ
、総
合
事
業
展
開
の
経

営
改
革
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
持
続
可

能
な
経
営
基
盤
の
確
立
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
併
協
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
は
「
加
賀

地
区
合
併
研
究
会
」
を
設
立
し
、
農
業
の
維
持
・
発
展
、

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し
、

６
Ｊ
Ａ
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
合
併
推
進
協
議
会
設
置
に
向
け
て
さ
ら
な
る
議
論

を
深
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
、
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
核
と
し
て
の
機
能
発
揮
と
協
同

活
動
の
拡
充
を
目
指
し
、
組
織
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、

新
体
制
の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
って
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
私
が
農
協
組
織
に
就
職
し
た
42
年
前
か
ら
挨
拶
の
枕

詞
に
「
農
業
、
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
し…

」
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
の

少
子
高
齢
化
、
離
農
、
地
域
外
転
出
、
輸
入
自
由
化
に

よ
る
農
産
物
の
価
格
低
迷
等
で
こ
れ
ま
で
受
け
流
し
て

い
た
こ
の
言
葉
が
と
う
と
う
現
実
の
も
の
と
な
り
、
い
よ

い
よ
農
協
の
存
在
価
値
が
問
わ
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
農
石
川
県
本
部
を
経
て
当
Ｊ
Ａ
総
務
部
長
職
に
６
年

就
い
た
後
の
役
員
就
任
で
す
。
加
賀
地
区
の
Ｊ
Ａ
合
併
も

見
据
え
、
将
来
と
も
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
の
組
合
員
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
激
変
す
る

環
境
に
順
応
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
で
す
。

　
近
年
の
新
規
採
用
者
は
地
元
よ
り
地
域
外
出
身
者
が

多
く
、
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
作
り
に
時
間
を

要
し
、
加
え
て
国
の
進
め
る
働
き
方
改
革
で
残
業
は

す
る
な
、
休
み
を
取
れ
等
の
制
約
が
強
ま
る
中
、
ま
す

ま
す
組
合
員
と
の
距
離
を
縮
め
に
く
く
な
って
お
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
と
資
源
の
中
、
常
に
考
え
企
画
し
、
決
め

た
こ
と
は
確
実
に
実
行
し
て
い
く
実
践
的
組
織
体
へ
の

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

　
　竹 

内  

文 

雄

た
け  

う
ち

ふ
み  

　お

よ
し  

　だ

せ
い

　 

い
ち

つ
か    

だ

し
ゅ
ん  

じ
ゅ

【
理  

事
】

【
監  

事
】

代表理事常務

柄田　俊樹
（つるぎ）

つかだ しゅんじゅ

第
６
期

令
和
２
年
６
月
20
日
開
催
の
第
13
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て

新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。　
　（
理
事
18
名
／
監
事
５
名
）

代表理事専務

吉田　誠一
（学識経験者）

よしだ せいいち
副組合長

東藤　冨士雄
（手取）

とうどう ふじお
代表理事組合長

竹内　文雄
（つるぎ）

たけうち ふみお

理　事

半田　義春
（大神）

はんだ よしはる
理　事

小倉　芳治
（つるぎ）

こぐら よしじ
理　事

小田　吉一
（白峰）

こた よしかず
理　事

藤田　和彦
（つるぎ）

ふじた かずひこ

理　事

中西　　勇
（手取）

なかにし 　　いさむ
理　事

下野　　登
（大神）

しもの 　　のぼる
理　事

宮下　ひとみ
（つるぎ）

みやした　
理　事

奥谷　英喜
（手取）

おくたに ひでき
理　事

宮本　　剛
（つるぎ）

みやもと 　　つよし

理　事

横河　利博
（手取）

よこがわ としひろ

代表監事

今村　文雄
（蝶屋）

いまむら ふみお

理　事

宮川　宏文
（蝶屋）

みやかわ ひろふみ
理　事

篠田　　済
（蝶屋）

しのだ 　　わたる
理　事

吉倉　陽子
（蝶屋）

よしくら ようこ
理　事

土田　信子
（手取）

つちだ のぶこ

員外監事

小川　正樹
（学識経験者）

おがわ まさき
監　事

西山　　敬
（手取）

にしやま ひらき
監　事

長沖　　隆
（つるぎ）

ながおき たかし
常勤監事

山口　光男
（学識経験者）

やまぐち みつお

役
員
紹
介
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変
容
、
成
長
を
目
指
し
職
員
共
々
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
蝉
し
ぐ
れ
が
日
夜
賑
や
か
に
聞
こ
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
第
13
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の

組
織
理
事
会
に
お
い
て
、
前
期
に
引
き
続
き
代
表
理
事

常
務
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
職
務
に
精
励
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
・Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
特
に
信
用
事
業
に
お
い
て
は
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
等
を
背
景
に
、
従
来
同
様

の
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
「
持
続

可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
を
重
点
課
題

と
し
て
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

　
厳
し
い
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

健
全
経
営
を
目
指
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
専
務

　
　
　
　

　
　吉 

田  

誠 

一

代
表
理
事
常
務

　
　
　
　

　
　柄 

田  

俊 

樹

　
第
13
回
通
常
総
代
会
後
の
組
織
理
事
会
で
組
合
長
の

再
任
を
賜
り
、
責
任
の
重
大
さ
か
ら
身
の
引
き
締
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
協
同
組
合
の
発
展
に

向
け
粉
骨
砕
身
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
、
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

Ｊ
Ａ
は
自
己
改
革
集
中
推
進
の
展
開
に
お
い
て
、
組
合
員

皆
様
の
ご
理
解
と
一
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
改
革

は
一
歩
一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
改
革
の
基
本
目
標
に
向
け
て
最
善
の
努
力
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
協
経
営
は
今
日
ま
で
信
用
事
業
が
屋
台
骨
で
あ
り

ま
し
た
が
、こ
の
経
営
モ
デ
ル
は
崩
れ
、総
合
事
業
展
開
の
経

営
改
革
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
持
続
可

能
な
経
営
基
盤
の
確
立
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
併
協
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
は
「
加
賀

地
区
合
併
研
究
会
」
を
設
立
し
、
農
業
の
維
持
・
発
展
、

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し
、

６
Ｊ
Ａ
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
合
併
推
進
協
議
会
設
置
に
向
け
て
さ
ら
な
る
議
論

を
深
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
、
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
核
と
し
て
の
機
能
発
揮
と
協
同

活
動
の
拡
充
を
目
指
し
、
組
織
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、

新
体
制
の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
って
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
私
が
農
協
組
織
に
就
職
し
た
42
年
前
か
ら
挨
拶
の
枕

詞
に
「
農
業
、
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
し…

」
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
の

少
子
高
齢
化
、
離
農
、
地
域
外
転
出
、
輸
入
自
由
化
に

よ
る
農
産
物
の
価
格
低
迷
等
で
こ
れ
ま
で
受
け
流
し
て

い
た
こ
の
言
葉
が
と
う
と
う
現
実
の
も
の
と
な
り
、
い
よ

い
よ
農
協
の
存
在
価
値
が
問
わ
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
農
石
川
県
本
部
を
経
て
当
Ｊ
Ａ
総
務
部
長
職
に
６
年

就
い
た
後
の
役
員
就
任
で
す
。
加
賀
地
区
の
Ｊ
Ａ
合
併
も

見
据
え
、
将
来
と
も
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
の
組
合
員
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
激
変
す
る

環
境
に
順
応
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
で
す
。

　
近
年
の
新
規
採
用
者
は
地
元
よ
り
地
域
外
出
身
者
が

多
く
、
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
作
り
に
時
間
を

要
し
、
加
え
て
国
の
進
め
る
働
き
方
改
革
で
残
業
は

す
る
な
、
休
み
を
取
れ
等
の
制
約
が
強
ま
る
中
、
ま
す

ま
す
組
合
員
と
の
距
離
を
縮
め
に
く
く
な
って
お
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
と
資
源
の
中
、
常
に
考
え
企
画
し
、
決
め

た
こ
と
は
確
実
に
実
行
し
て
い
く
実
践
的
組
織
体
へ
の

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

　
　竹 

内  

文 

雄

た
け  

う
ち

ふ
み  

　お

よ
し  

　だ

せ
い

　 

い
ち

つ
か    

だ

し
ゅ
ん  

じ
ゅ

【
理  

事
】

【
監  

事
】

代表理事常務

柄田　俊樹
（つるぎ）

つかだ しゅんじゅ

第
６
期

令
和
２
年
６
月
20
日
開
催
の
第
13
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て

新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。　
　（
理
事
18
名
／
監
事
５
名
）

代表理事専務

吉田　誠一
（学識経験者）

よしだ せいいち
副組合長

東藤　冨士雄
（手取）

とうどう ふじお
代表理事組合長

竹内　文雄
（つるぎ）

たけうち ふみお

理　事

半田　義春
（大神）

はんだ よしはる
理　事

小倉　芳治
（つるぎ）

こぐら よしじ
理　事

小田　吉一
（白峰）

こた よしかず
理　事

藤田　和彦
（つるぎ）

ふじた かずひこ

理　事

中西　　勇
（手取）

なかにし 　　いさむ
理　事

下野　　登
（大神）

しもの 　　のぼる
理　事

宮下　ひとみ
（つるぎ）

みやした　
理　事

奥谷　英喜
（手取）

おくたに ひでき
理　事

宮本　　剛
（つるぎ）

みやもと 　　つよし

理　事

横河　利博
（手取）

よこがわ としひろ

代表監事

今村　文雄
（蝶屋）

いまむら ふみお

理　事

宮川　宏文
（蝶屋）

みやかわ ひろふみ
理　事

篠田　　済
（蝶屋）

しのだ 　　わたる
理　事

吉倉　陽子
（蝶屋）

よしくら ようこ
理　事

土田　信子
（手取）

つちだ のぶこ

員外監事

小川　正樹
（学識経験者）

おがわ まさき
監　事

西山　　敬
（手取）

にしやま ひらき
監　事

長沖　　隆
（つるぎ）

ながおき たかし
常勤監事

山口　光男
（学識経験者）

やまぐち みつお

役
員
紹
介
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第13年度（令和元年度）剰余金処分

令和元年度の剰余金処分額は 235,276,416円です。
内、出資配当金および事業分量配当金の割合は以下のとおりです。

①組合員の貯金（当座性及び定期性） 平均残高に対し0.015％の割合

出資配当は昨年同様 年1.5％の割合となりました。

● 出資配当金　　　23,720,410円

● 事業分量配当金　25,449,533円

②組合員の年金または給与振込先指定 １先に対し1,000円
※両方指定の場合は１先とする

③組合員の貸出金平均残高
　（当座貸越及び無利息貸出金を除く）

1,000万円超に対し0.025％の
割合

④組合員の共済掛金（長期及び自動車） 共済掛金に対し0.35％の割合

⑤組合員のJAへの米出荷量 出荷1俵に対し100円の割合

⑥組合員のJAへの種子出荷量 出荷1kgに対し2.5円の割合

⑦組合員の肥料・農薬の供給高
供給高に対し1.0％の割合
※供給高10万円未満及び
　代金決済供給品は除く

⑧組合員のよらんかいねぇ広場・道の駅
　直売者の直売品取扱高

取扱高に対し1.0％の割合
※取扱高10万円未満は除く

お詫び

誤　耕作長：中村 茂さん（左）
正　耕作長：中村 滋さん（左）

令和２年６月号に掲載しました「『新穀田御田
植式』執り行われる　井口グリーンワークス」
の記事の中で、３P掲載写真のお名前に誤りが
ございました。お詫びして訂正いたします。

第
３
回
理
事
会

日
時
／
令
和
２
年
６
月
17
日（
水
） 

午
後
４
時
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
貸
出
金
の
直
接
償
却
に
つ
い
て

　（
可
決
）

第
２
号
議
案
　
令
和
元
年
度
下
期
監
事
監
査
結
果・

　
処
理
顛
末
に
つ
い
て（
可
決
）

第
３
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
第
13
年
度
業

　
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て（
可
決
）

第
４
号
議
案
　
井
口
育
苗
セ
ン
タ
ー
機
械
装
置
更

　
新
工
事
に
係
る
業
者
及
び
金
額
の
決
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
５
号
議
案
　
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
法
の
施

　
行
等
に
伴
う
就
業
規
則
の
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

第
６
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て（
可
決
）

報
告
事
項

１
　
令
和
２
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見
質

問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

３
　
白
山
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
協
力
に
つ
い
て

４
　
会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て

５
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
Ｊ
Ａ
財
務
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

　
　
①
第
５
期（
平
成
29
年
６
月
〜
令
和
２
年
６

月
）役
員
会
計
報
告
に
つ
い
て

おしらせ

白
山
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
支
援 

お
米
を
食
べ
て
元
気
に
！

　
６
月
18
日
、
竹
内
文
雄
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
松
任
の
竹
山
武
志
組
合
長
は
白
山

市
役
所
を
訪
れ
、
山
田
市
長
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
５
０
０
㎏
と
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク

６
０
０
個
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
ま
し
た
。
白
山
市
が
行
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
Ｊ
Ａ
松
任
と

話
し
合
い
、
今
回
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
田
市
長
は
「
家
庭
に
配
っ
て
元
気
づ
け
た
い
」
と
話
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
談
の
中
で
竹
内
組
合
長
は
「
白
山
の
美
味
し

い
お
米
を
食
べ
て
、
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
し
た
米
は
、
18
才
以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
の
多
子
世
帯
を
対

象
に
、
７
月
上
旬
か
ら
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

地域
 活性
地域
 活性

感謝状を受け取る竹内組合長（右）
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第13年度（令和元年度）剰余金処分

令和元年度の剰余金処分額は 235,276,416円です。
内、出資配当金および事業分量配当金の割合は以下のとおりです。

①組合員の貯金（当座性及び定期性） 平均残高に対し0.015％の割合

出資配当は昨年同様 年1.5％の割合となりました。

● 出資配当金　　　23,720,410円

● 事業分量配当金　25,449,533円

②組合員の年金または給与振込先指定 １先に対し1,000円
※両方指定の場合は１先とする

③組合員の貸出金平均残高
　（当座貸越及び無利息貸出金を除く）

1,000万円超に対し0.025％の
割合

④組合員の共済掛金（長期及び自動車） 共済掛金に対し0.35％の割合

⑤組合員のJAへの米出荷量 出荷1俵に対し100円の割合

⑥組合員のJAへの種子出荷量 出荷1kgに対し2.5円の割合

⑦組合員の肥料・農薬の供給高
供給高に対し1.0％の割合
※供給高10万円未満及び
　代金決済供給品は除く

⑧組合員のよらんかいねぇ広場・道の駅
　直売者の直売品取扱高

取扱高に対し1.0％の割合
※取扱高10万円未満は除く

お詫び

誤　耕作長：中村 茂さん（左）
正　耕作長：中村 滋さん（左）

令和２年６月号に掲載しました「『新穀田御田
植式』執り行われる　井口グリーンワークス」
の記事の中で、３P掲載写真のお名前に誤りが
ございました。お詫びして訂正いたします。
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回
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事
会

日
時
／
令
和
２
年
６
月
17
日（
水
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午
後
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時
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理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
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議
案
　
貸
出
金
の
直
接
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に
つ
い
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可
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第
２
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議
案
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和
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度
下
期
監
事
監
査
結
果・

　
処
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に
つ
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て（
可
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）
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行
政
庁
に
提
出
す
る
第
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年
度
業
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書
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て（
可
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新
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及
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の
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出
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の
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決
）
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５
月
末
事
業
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績
に
つ
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て

２
　
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
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質

問
に
対
す
る
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に
つ
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て
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白
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の
新
型
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策
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会
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選
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て
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方
針
に
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く
Ｊ
Ａ
財
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の
結
果
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そ
の
他

　
　
①
第
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期（
平
成
29
年
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月
〜
令
和
２
年
６

月
）役
員
会
計
報
告
に
つ
い
て

おしらせ

白
山
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
支
援 

お
米
を
食
べ
て
元
気
に
！

　
６
月
18
日
、
竹
内
文
雄
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
松
任
の
竹
山
武
志
組
合
長
は
白
山

市
役
所
を
訪
れ
、
山
田
市
長
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
５
０
０
㎏
と
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク

６
０
０
個
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
ま
し
た
。
白
山
市
が
行
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
Ｊ
Ａ
松
任
と

話
し
合
い
、
今
回
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
田
市
長
は
「
家
庭
に
配
っ
て
元
気
づ
け
た
い
」
と
話
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
談
の
中
で
竹
内
組
合
長
は
「
白
山
の
美
味
し

い
お
米
を
食
べ
て
、
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
し
た
米
は
、
18
才
以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
の
多
子
世
帯
を
対

象
に
、
７
月
上
旬
か
ら
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

地域
 活性
地域
 活性

感謝状を受け取る竹内組合長（右）
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白山からの贈りものJA白山特選ギフト 送料は別途
※宅配の際には別途
　料金がかかります。

白山農業協同組合 本店 総務部 採用担当係 藤本・太田
〒920－2154  白山市井口町に６２番地１  TEL（０７６）２７２－３３３３この件に関するお問い合わせ先

■ 就  業  場  所
■ 採用予定人数
■ 雇  用  形  態
■ 雇  用  期  間
■ 職　　　　種

■ 給　　　　与
■ 休　  日　  等
■ 就  業  時  間

よらんかいねぇ広場 または 道の駅「めぐみ白山」直売所
若干名
パート職員
雇用期間の定めあり（採用日～令和３年3月31日）　契約更新あり（原則更新）
店舗スタッフ（ファーマーズマーケット）
レジ、商品のカット包装・運搬・陳列、その他販売業務など
※仕事の内容は希望、経験、能力を考慮して決定します。
時給850円～880円
週休2日制（固定された曜日ではありません）
8時～19時30分までの間で4時間程度　勤務シフトにより決定します

スタッフ募集

営農だより 

美
川
地
区
で
Ｃ
Ｍ
撮
影

　
６
月
24
日
、
手
取
町
の
農
事
組
合
法
人 

手
取
営
農

組
合
の
圃
場
で
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
の
Ｃ
Ｍ
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
弾
と
し
て
、
水
稲
栽
培
の
中
間
期
の
除
草

作
業
や
水
管
理
風
景
を
撮
影
し
、
安
心
・
安
全
な

県
産
米
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
汗
ば
む
ほ
ど
の
気
温
の
中
、

出
演
さ
れ
た
藤
田
さ
ん
、
梨
木
さ
ん
、
南
さ
ん
は

「
短
い
Ｃ
Ｍ
で
も
生
産
者
が
大
切
に
育
て
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
お
米
を
味
わ
っ
て
食
べ
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｍ
は
７
月
中
旬
よ
り
放
送
予
定
で
、
秋
に
は
第

２
弾
と
し
て
、
収
穫
風
景
が
撮
影
さ
れ
る
予
定
で
す
。

所得
 増大

ナ
ス
部
会
　
圃
場
巡
回

　
６
月
30
日
、
ナ
ス
部
会
の
出
荷
会
議
と
圃
場
巡
回

が
行
わ
れ
、
部
会
員
10
人
と
石
川
農
林
総
合
事
務
所
、

営
農
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
巡
回
で
は
部
会
員
の
圃
場
を
７
か
所
回
り
、
生
育

状
況
を
確
認
し
、
今
後
の
管
理
と
し
て
、
梅
雨
時
期

の
水
管
理
や
病
害
虫
防
除
の
徹
底
な
ど
の
指
導
が

あ
り
ま
し
た
。

　
園
芸
重
点
品
目
の
ナ
ス
の
今
年
度
の
作
付
面
積
は

54
a
。
生
育
状
況
は
順
調
で
、
す
で
に
直
売
所
へ
の

出
荷
を
さ
れ
て
い
る
部
会
員
も
い
ま
す
。
市
場
初

出
荷
は
、
７
月
６
日
の
予
定
で
す
。

　
夏
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
暑
さ
に
負
け
な
い

体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

　青
壮
年
部

地域
 活性
地域
 活性　

６
月
８
日
、
あ
い
わ
保
育
園
駐
車
場
内
の
畑
に

年
少
園
児
17
人
が
、
青
壮
年
部
林
支
部
の
盟
友

２
人
と
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
林
支
部
が
毎
年
行
っ
て
い
る
食
農
教
育
の
一
環

で
、
今
年
は
金
時
芋
と
紅
は
る
か
合
計
60
本
を

用
意
。
畑
は
盟
友
と
先
生
方
が
畝
立
て
や
マ
ル
チ

シ
ー
ト
を
張
り
、
穴
を
空
け
て
準
備
し
ま
し
た
。

　
林
支
部
の
高
本
さ
ん
か
ら
「
大
き
く
育
つ
よ
う

に
や
さ
し
く
植
え
て
く
だ
さ
い
」
と
指
導
を
受
け
、

「
さ
つ
ま
い
も
好
き
」「
早
く
な
ら
ん
か
な
」
と

言
い
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
苗
に
土
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
み
ん
な
で
お
世
話
し
ま
す
」
と
約
束

し
て
、
作
業
を
終
了
。
早
く
も
収
穫
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

み
ん
な
で
お
世
話
す
る
よ
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新築注文住宅JAホーム JAが家を  つくる

「対話」をし、良い住まいを「実現」し、末永くお付き合いさせていただく。
そんな関係をつくることが 私たちの理想の家づくりです。

廣川　尚樹
一級建築士

【JAホームHP】対話でつむぐ家づくり 　https://www.jahome.jp/
【JAホーム I邸CM】　https://youtu.be/swV59WkD4Z0

家づくりの考え方

㈱JA建設部住宅課

　このお家は私が担当させていただきまし
た。外観や内観デザインから間取りなど、
お施主様と一緒になって悩み考え、納得の
行くまで何度もお話ししました。お施主様
の満足度も高く、私自身もよいお家ができ
たと嬉しく思っています。

お客さま（ I 邸 ）

何事にも理由づけして提案
してくださり、納得して進
めることができました。

「片付けやすい家」という性能へのこだわ
りには、普段使いできるファミリークロー
クや要所を押さえた収納を設けていただ
きました。
何度も打合せを重ねただけに、とても使
いやすく満足しています。

新築・リフォームのアンケート調査実施
新築・リフォームをご計画されている方で、JAに家づくり・融資等のご相談をいただける方は
アンケートにご協力をお願いいたします。（○印でご記入ください。）

型式 新築・リフォーム 時期 １～２年後・３～５年後

※個人情報については厳守いたします。
住所 氏名

第２弾

　私たちJA建設エナジーは、すべてのお客さまの「想い」に寄り添った家づくりを行ってい
ます。新築からリフォームまでと幅広く、何度でも親身に対話を重ねるのが私たちの特徴です。
また、JAバンクとタイアップした資金計画のサポートや、JA共済にて自然災害から守る保証
プラン等、JAならではのサービスがあります。

　想いを汲み取るためには「対話」が必要です。
納得がいくまで「対話」をさせていただいた
ら、きっと良い住まいが生まれるはずです。

対話を大切にします

　家づくりは完成・お引渡しでは終わりません。
住まいの寿命を保つには、10年、20年後とメン
テナンスが必要です。些細な困りごとがあった
時も、お客様の元へ伺う関係づくりを心がけて
います。

やっぱりJA。の手厚さ

アンケートにご記入の上、８月末までにお近くの支店へご提出いただいた方に
ありがとうの粗品を進呈いたします。
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7 July 第
143号

July

7
第143号

2020

（令和２年５月末実績参考）

組合員数  6,963名（団体含）

貯金残高 71,780百万円

貸出金残高 5,891百万円

長期共済保有高 1,984.8億円

購買品供給高 382,174千円

販売品取扱高 25,532千円

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

令和2年7月22日㈬　午前9時～12時（基本30分単位）
令和2年8月25日㈫　

JA白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 大岡）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

特 集

JA白山
第13回 通常総代会

JA白山本店多目的ホールにおいて第13回通常総代会開催。新型
コロナ対策として総代への書面決議による参加や、ソーシャル
ディスタンスを確保して来場者の安全に配慮した。

表紙の写真

第13回通常総代会

新規お預入金額50万円ごと 預入期間
３年

※ネットバンク・ATM定期貯金の詳細についてはチラシをご確認ください。
注意事項
・この定期貯金は原則として満期前に中途解約することはでき
ません。満期前に中途解約するときは、JA商品券またはJA商品
券相当額をご返却頂きます。

・当キャンペーンは店頭金利にてお取組となります。
・商品券については一部お取扱いできない店舗がございます。
・キャンペーン定期は、スーパー定期貯金（複利型）に限ります。

注意事項
・利息には20.315％の税金がかかります。
・金利上乗せの適用は、当初預入期間のみの適用となります。自動継
続後の適用金利は、自動継続時の店頭表示金利となります。万が一、
中途解約される場合、当JA所定の中途解約利率を適用いたします。

・市場金利および経済情勢の変化により、適用利率を変更させていた
だく場合がございます。キャンペーン定期は、スーパー定期に限ります。

蝶屋支店の自動車整備・販売窓口の変更について
蝶屋自動車センターをご利用いただき誠にありがとうございます。
JAでは今般自動車事業の業務体制見直しに伴い、下記のとおり窓口の変更をいたしました
のでお知らせいたします。組合員皆さまにはご理解の上、今後も変わらずご愛顧賜ります
ようお願い申し上げます。

変更日：
令和２年６月１日月より

蝶屋給油所　TEL 076-278-4764 担当：堂上、髙柳

変更点：
自動車車検・修理・販売の受付は
「蝶屋給油所」で承ります。
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